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令和５年度 菊池市ふくし芽育作品

～ 優秀作品紹介 ～

　「夏」をテーマに作品を募集したところ、多数の応募がありました。皆さまからの応募、ありがとう
ございました。審査により特選及び入選に選ばれた作品を紹介します。

メ    イク

長瀬  絢人 さん
なが    せ あや    と

特選

入選

本人コメント 審査員コメント

出品者
夏祭りで白龍を担ぎました 白龍の迫力が良く描け

ています。

本人コメント 審査員コメント

出品者
天草の海でいとこと一緒に 天草の海の光景を見事

に描写！

入選

坂本  富士夫 さん

本人コメント

出品者

審査員コメント

「にいちゃん、とれたね？」

弟くんの表情がなんともいい！

菊之池小学校 6年生

竹野  栞央 さん
たけ    の

さか  もと         ふ     じ     お

しおん
菊之池小学校　3年生
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入選

本人コメント

出品者

審査員コメント

家族で見たうちあげ花火、きれいだったよ

花火の華やかさが良く描けています。

入選

本人コメント

出品者

審査員コメント

プールで泳いだよ

とっても気持ちよさそうです。

入選

本人コメント

出品者

審査員コメント

家族でキャンプにいってサッカーしたよ

お空も元気いっぱい。楽しいキャンプでしたね。

入選

審査員コメント

お祭りで友達とダンスを踊ったよ

お友達の間にハートがいっぱい。ステキ
です。

本人コメント

出品者

山田  陽茉里 さん
やま    だ ひ      ま     り
菊之池小学校　2年生

赤星  奈南 さん
あか  ほし な      な
あすなろ保育園・年長

田中  彩希 さん
た    なか さ   き
あすなろ保育園・年中

中山  遥妃 さん
なか  やま はる    ひ
あすなろ保育園・年長
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にこにこサポーター養成講座
～ちょっとした困りごとをお手伝い～

　主に高齢者の方のちょっとした困りごとのお手伝い
をしてくださる方を募集しています。内容や時間に応
じて活動費を支給します。

日　　時：令和 5年 11月 16日（木）
　　　　　午後 1時 30分～午後 3時 30分
場　　所：菊池市福祉会館
　　　　　（菊池市隈府 888 番地 2）
内　　容：菊池市の高齢者等の現状について
　　　　　コミュニケーションについて
　　　　　サポーターの役割について
【申込み・問い合わせ先】
　菊池市社協・にこにこサービスセンター
　☎0968-25-5000

サロンレクリエーション講習会
～いっしょに楽しみませんか～

　地域サロン活動の再開や活性化、新規立ち上げの
きっかけとなるよう講習会を開催します。どなたで
も参加できます。お気軽にどうぞ！
日　　時：令和 5年 11月 21日（火）
　　　　　午後 1時 30分～午後 3時 30分
場　　所：菊池市旭志老人憩の家
　　　　　（菊池市旭志伊萩 269 番地）
内　　容：ボッチャ、モルックの体験　など
講　　師：菊池市役所社会体育課職員

【申込み・問い合わせ先】
　菊池市社協
　☎0968-25-5000

● ● ● ● ● ● ●  各 講 座 等 の 案 内  ● ● ● ● ● ● ●

傾 聴 基 礎 講 座
～耳と目と心で聴いて～

　「傾聴」って何だろう？「聞く」と「聴く」の違いは？
相手との信頼関係を築くためのコミュニケーション
技法について学びます。

日　　時：令和 5年 12月 2日（土）
　　　　　午後 1時 30分～午後 3時 00分
場　　所：菊池市福祉会館
　　　　　（菊池市隈府 888 番地 2）
講　　師：NPO法人傾聴ネットキーステーション
　　　　　代表　日髙　治代
定　　員：60名

【申込み・問い合わせ先】
　菊池市社協
　☎0968-25-5000

子育てサポートセンター講習会
～子育て手伝いませんか～

　子育てのお手伝いをしてくださる方（おたすけ会
員）を募集しています。内容や時間に応じて活動費を
支給します。

日　　時：令和 5年 12月 7日（木）
　　　　　令和 5年 12月 14日（木）
　　　　　午前 9時 30分～午前 11時 45分
場　　所：菊池市福祉会館
　　　　 （菊池市隈府888番地2）
募集人数：15名（最小催行人数5名）
　　　      ※託児を希望する方は事前にお申出ください
申込み締切：11月30日（木）

【申込み・問い合わせ先】
　菊池市子育てサポートセンター
　☎080-2781-3642

各講座の申込みはメールでも受け付けています。
左のQRコードをスマートフォン等で読み込み、氏名等の必要事項を入力し、
送信してください。

9月の講習会の様子
（ボッチャ）
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地域福祉計画・地域福祉活動計画とは…
　「地域福祉計画」とは、社会福祉法 107 条に基づく「市町村地域福祉計画」のことです。地域の実
情に応じて、行政や保健・福祉等の関係機関と住民が一体となって支え合う地域の仕組みづくりに取
り組むための計画です。菊池市全体の地域福祉への理念や目標を示したものです。
　一方「地域福祉活動計画」は、社協の行動計画で、上記計画の理念や目標を達成するため、具体的
な取り組み内容を示したものです。

●
普
段
の
生
活
や
活
動
で
の
困
り
ご
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

地
域
で
の
課
題

・
老
人
ク
ラ
ブ
や
身
障
協
な
ど
団
体
の
加
入      

　
者
が
減
っ
て
い
る

・
コ
ロ
ナ
で
地
域
の
活
動
が
停
滞
し
、
引
継

　
ぎ
も
で
き
て
い
な
い

・
地
域
サ
ロ
ン
の
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る

・
区
に
加
入
し
な
い
世
帯
が
増
え
て
い
る

・
地
域
の
子
ど
も
と
関
わ
る
機
会
が
少
な
い

・
運
転
免
許
返
納
後
の
買
い
物
が
不
安

・
悩
み
の
相
談
先
が
分
か
ら
な
い

・
若
者
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
所
が
無
い

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

　

イ
ン
へ
の
配
慮
が
進
ん
で
い
な
い

・
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
高
齢
者
の
ひ
き
こ
も
り
、

　
孤
立
は
深
刻

菊
池
市
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定
に
向
け
て

地
域
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

　

９
月
17
日
、
地
域
の
各
種
団
体
代
表
と
高

校
生
40
名
あ
ま
り
が
集
ま
り
、
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
の
５
年
間
の
目
標
を
示

す
第
４
期
菊
池
市
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福

祉
活
動
計
画
の
策
定
に
向
け
、
地
域
で
の
課

題
等
に
つ
い
て
意
見
を
聞
く
た
め
、
グ
ル
ー

プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
民
生

委
員
・
児
童
委
員
、
区
長
会
、
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
、
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
、
そ
し

て
菊
池
高
校
、
菊
池
農
業
高
校
、
菊
池
女
子

高
校
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

  

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
地
域
を
見
直
す

　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
活
動
を
す
る
上
で

の
困
り
ご
と
や
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
語
り

合
い
、
共
有
。
そ
し
て
、
自
分
た
ち
に
で
き

る
こ
と
、
市
や
社
協
に
助
け
て
欲
し
い
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
も
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

●
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

・
身
近
な
と
こ
ろ
で
助
け
合
え
る
関
係
性
づ
く
り
が
大
事

・
地
域
の
活
動
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
る

・
災
害
時
に
備
え
て
、
日
頃
か
ら
地
域
住
民
同
士
の
交
流
を
深
め
て
お
く

・
各
種
団
体
間
の
交
流
を
行
う

・
コ
ロ
ナ
禍
で
止
ま
っ
た
活
動
は
、
や
り
方
を
見
直
す

●
市
や
社
協
に
助
け
て
ほ
し
い
こ
と

・
公
共
交
通
機
関
の
充
実

・
専
門
職
や
専
門
医
に
つ
な
が
る
支
援

・
若
者
が
つ
ど
え
る
場
所
づ
く
り

・「
子
ど
も
民
生
委
員
」
の
よ
う
な
、　

　
幼
い
頃
か
ら
地
域
と
関
わ
る
取
組
み

・
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
理
解

　
と
協
力

・
福
祉
人
材
の
確
保

・
若
者
へ
の
情
報
発
信

 

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
菊
池
市
へ

　

世
代
や
所
属
の
垣
根
を
越
え
て
話
し

合
っ
た
こ
と
で
、「
お
互
い
の
存
在
や

考
え
を
知
る
機
会
に
な
っ
た
」
と
い
う

感
想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
聞
き
取
っ
た
課
題
や
意
見

を
参
考
に
、
こ
の
計
画
を
意
義
あ
る
も

の
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　



最後は『また会いましょう』の歌でハイタッチ

サロンで世代間交流
～花房地区社協～

　公民館支館で行われている花房地区社協のサロン
に、花房小２年生７人が参加し、一緒に体操やレクリ
エーションを楽しみました。高齢者も小学生もゲーム
に一喜一憂。大盛り上がりのサロンとなりました。子
ども達は「楽しかった！また参加したい」と笑顔で話
してくれました。　　　

「いつまでもお元気で」のメッセージ

　敬老の日を前に、つどいの広場「ひなたぼっこ」と
「ふれあいデイサービス」の交流を行いました。恥ず
かしそうにプレゼントを渡す子ども達のかわいらしい
姿に、「元気をもらえた。まだまだ頑張らにゃん！」
とデイサービスの利用者さん。笑顔あふれる会となり
ました。

T O P I C S
乳幼児と保護者が
　デイサービスを訪問9月12・13

日

「踊ると元気になるのよ」と坂本さん

　隈府小３年生が、地域に残る盆踊りを習いまし
た。講師は、学校の近くに暮らす坂本孝子さんと、
きくち盆踊り実行委員会の皆さん。曲は、かつて菊
池の秋まつりなどで踊られていた『龍おどり』で
す。坂本さんは「子ども達に受け継いでもらい、末永
く楽しく踊ってほしい」と話されました。　

子ども達が盆踊りを継承9月19日

9月6日

またいつでも遊びにきなっせ！

　戸崎小３年生が、地元の今区公民館で行われてい
るサロンを訪れました。子ども達は事前に授業で福
祉について学んだばかり。自分達で考えたクイズや
レクリエーションを披露しました。最後は子ども達
から手紙のプレゼント。地域の高齢者の皆さんへの感
謝や敬老の言葉を伝えました。

サロンで世代間交流
～戸崎地区・今区サロン～9月22日

できることば、できるしこ、続けよう

　14名の参加のもと開催しました。社協の役割や福祉活
動の事例紹介の後、カードを使った『助け合い体験ゲー
ム』を実施。将来の自分や地域の困りごとを想像し、自
分にできそうな支援を考えました。それぞれの特技や能
力を活かした「ちょこっとふくし」が共有されました。

地域の支え合いを考える
「地域ふくし講座」

大活躍！
福祉教育サポーター9月23日

「自分のためになった～」という声も

　今年度も、小中学校等での福祉体験学習をお手伝い
していただく福祉教育サポーターの養成講座を行いま
した。４名が新たに受講、登録され、さっそく現場で
活躍中です。『福祉教育は種まき事業』を合言葉に、
子ども達の豊かな成長を見守っていただいています。

9月26日

6
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《
6
月
受
付
分
》

行
政
名　

寄
附
者
名　
　
　

続
柄　

故
人
名　

年
齢

切
明　
　

村
上　

留
美
子　

亡
母　

清
野　

   　

100

《
8
月
受
付
分
》

行
政
名　

寄
附
者
名　
　
　

続
柄　

故
人
名　

年
齢

堀
切　
　

河
津　

豊
子　
　

亡
夫　

貞
雄　

      

98

片
角　
　

後
藤　

修
三　
　

亡
妻　

浩
美      　

62

雪
野　
　

田
畑　

絹
代　
　

亡
夫　

千
秋      　

75

熊
本
市　

藤
本　

晶
子　
　

亡
父　

宮
村
雄
一    

65

横
町　
　

山
田　

順
一　
　

亡
母　

弘
子　

   　

94

藤
田　
　

山
下　

忠
誠　
　

亡
妻　

春
美　

   　

91

袈
裟
尾　

冨
田　

由
香
里　

亡
子　

隼
人　

   　

21

上
西
寺　

西
口　

特
攻　
　

亡
妻　

瑠
美
子   　

77

原
細
永　

中
村　

チ
エ
子　

亡
夫　

文
男　

   　

89

神
来　
　

宮
本　

昭
敏　
　

亡
妻　

末
子　

   　

83

亘　
　
　

迫　

淑
子　
　
　

亡
夫　

義
一      　

82

今　
　
　

三
森　

里
佳　
　

亡
母　

倉
原
明
子 　

71

立
石　
　

西
山　

德
久　
　

亡
妻　

美
惠
子   　

86

北
原　
　

川
上　

晃
生　
　

亡
妻　

千
寿　

   　

50

中
西
寺　

伊
藤　

ユ
ミ
子　

亡
夫　

身
省　

   　

94

上
西
寺　

松
岡　

テ
ツ
コ　

亡
夫　

順
一
郎　

   

91 

加
恵　
　

櫔
原　

真
理
子　

亡
父　

博　
　

   　

102

本
村　
　

出
口　

ミ
ツ
ヨ　

亡
夫　

馨　
　

   　

95

林
原　
　

田
代　

武
雄　
　

亡
母　

綾
乃　

   　

90

元
村　
　

本
田　

明
子　
　

亡
母　

吉
村
ノ
ブ
コ  

100

高
柳　
　

本
田　

秋
惠　
　

亡
夫　

精
史　

   　

80

泗
水
平
野　

平
井　

雪
美　
　

亡
夫　

玉
則　

   　

91

高
江　
　

平
田　

節
子　
　

亡
夫　

安
臣　

   　

86

三
万
田　

高
藤　

龍
誠　
　
亡
長
男　
誠
一　

   　

62

久
米
１　

緒
方　

明
久　
　

亡
弟　

明
次　

   　

78

北
住
吉　

青
木　

サ
ダ
子　

亡
夫　

武
敏　

      

93

高
江　
　

渡
邊　

昌
代　
　

亡
父　

金
子
精
八
郎 

75

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
令
和
５
年
8
月
〜
令
和
５
年
9
月
）

《
8
月
受
付
分
》

虹
色
企
画　

 

松
村　

光
子　
　

  　

フ
ル
ー
ト
演
奏

《
9
月
受
付
分
》

大
津
太
鼓
童
会 

　
　
　
　

  

和
太
鼓
演
奏

十
六
夜
会 

 

　
　
　
　
　

  

日
本
舞
踊

黄
色
い
さ
く
ら
ん
ぼ　

   

カ
ラ
オ
ケ
・
舞
踊
・
舞
踊
劇

一 

般 

寄 

附
（
令
和
５
年
8
月
〜
令
和
５
年
9
月
）

　

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
ま

し
た
。皆
様
の
善
意
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

菊
池
市
の
福
祉
事
業
に
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。（
受
付
順
、
敬
称
略
）

《
8
月
受
付
分
》

行
政
名　
　

寄
附
者
名　
　
　
　
　
　
　

  

内
容 　

合
志
市 

池
田　

友
美 　
　

  
お
も
ち
ゃ
、
文
具 

《
9
月
受
付
分
》

行
政
名　
　

寄
附
者
名　
　
　
　
　
　
　

  
内
容　

小
原　

株
式
会
社 

つ
い
ん
ス
タ
ー　

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

野
間
口 

つ
か
さ
菊
池
店 

 

お
菓
子 

大
琳
寺 

森
山　

伸
美　
　
　

  

お
む
つ
パ
ッ
ド 

香 

典 

返 

し 

（
令
和
５
年
６
月
〜
令
和
５
年
9
月
）

　

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き 

ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
故
人
及
び

御
親
族
の
お
気
持
ち
に
副
い
、
菊
池
市
の
福
祉
事
業

に
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
受
付
順
／
菊
池
・
七
城
・
旭
志
・
泗
水
）
敬
称
略

永
出
分　

松
村　

立
美　
　

亡
母　

江
津
子   　

86

上
住
吉　

岩
成　

千
枝
美　

亡
夫　

浩
二　

   　

65

朝
日
団
地　

福
田　

純
一　
　

亡
母　

津
奈
代　

   

85

《
9
月
受
付
分
》

行
政
名　

寄
附
者
名　
　
　

続
柄　

故
人
名　

年
齢

野
間
口　

櫨
川　

雅
治　
　

亡
父　

治
士　

 　

  

83

甲
森
北　

宮
川　

哲
哉　
　

亡
妻　

美
智
子  　

 

90

木
柑
子　

松
永　

憲
昭　
　

亡
母　

恭
子　
　

   

93

塚
原　
　

渡
邊　

宗
心　
　

亡
父　

宗
士　

  　

 

84

上
出
田　

山
下　

幸
進　
　

亡
妻　

タ
カ
子 　

  

76

甲
森
北　

宮
川　

喜
美
子　

亡
夫　

公
雄　

   　

87

上
出
田　

茂
田　

一
孝　
　

亡
母　

シ
ズ
子   　

92

中
町　
　

三
牧　

優
子　
　

亡
夫　

博
之　

   　

80

下
出
田　

末
冨
士　

康
範　

亡
母　

直
子　

   　

98 

西
郷　
　

古
田　

武　
　
　

亡
母　

朝
子　

   　

93

本
村　
　

田
代　

レ
イ
子　

亡
夫　

正
男　

   　

81

戸
田
島　

嶋
田　

晴
美　
　

亡
妻　

エ
イ　

   　

88

岡
田　
　

加
藤　

一
昭　
　

亡
母　

映
子　

   　

95

間
所　
　

赤
星　

昌
子　
　

亡
夫　

公
紀　

   　

74 

大
迫　
　

野
口　

進
也　
　

亡
母　

マ
コ
ト   　

92

伊
萩　
　

坂
田　

ミ
ツ
ヨ　

亡
夫　

成
二　

   　

76

伊
坂　
　

東　

隆
昭　
　
　

亡
母　

俊
子　

   　

88 

薬
師　
　

中
山　

範
生　
　

亡
母　

定
子　

   　

94

富
納　
　

井
藤　

洋
子　
　

亡
夫　

弘
吉　

   　

88

上
住
吉　

中
尾　

久
子　
　

亡
夫　

國
廣　

   　

89

南
住
吉　

平
島　

敏
光　
　

亡
母　

佳
壽
代   　

89

上
住
吉　

上
田　

信
弘　
　

亡
母　

ヨ
シ
子   　

88

富
の
原
北　

喰
田　

美
知
子　

亡
夫　

重
勝　

   　

78

福
本　
　

吉
本　

ヒ
デ
子　

亡
夫　

孝
男　

   　

90

　オレンジカフェは、認知症の人やその家族、各専門職や
地域住民が集う場として提供され、お互いに交流をしたり、
情報交換をしたりすることを目的としております。お気軽
にお立ち寄りください。

オレンジ
カフェこ

もれび

日　　時　　令和５年11月10日（金）・12月8日（金）午後1時30分～午後3時30分

場　　所　　菊池市福祉会館（菊池市隈府888番地2）

参 加 者　　認知症の人とその家族、地域住民、福祉・介護・医療の専門職等

問合わせ先　菊池市社協　☎0968－25－5000

※

こ
の
他
、
匿
名
で
の
ご
寄
附
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



赤い羽根共同募金運動
～じぶんの町を良くするしくみ～

１０月１日～１２月３１日
　誰もが安心して暮らせる町づくりを目指し、今年も10月1日から全国一斉に「赤い羽根共同募金運動」が始
まりました。 菊池市でも、多くの地域の皆さまのご協力により共同募金活動を展開しています。『たすけあい
のこころ』をご理解いただき、より広く多くの市民のみなさんのご参加、ご協力をお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ～菊池市共同募金委員会～

　私たちの住む町には、お年寄りや障がいのある人、子育て中の人な

ど、暮らしていくのに助けが必要な人たちがいます。みんなが暮らし

やすくなるお手伝いをするために、みんなでちょっとずつ助けあう。

それが「赤い羽根共同募金」です。「赤い羽根共同募金」の寄付金の

使われ方は、ホームページで公開されています。

8

編
集
・
発
行
／
社
会
福
祉
法
人
 菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
TEL0968-25-5000　

FAX0968-25-5432
　
　
　
　
　
　
〒
861-1331 菊

池
市
隈
府
888番

地
2 菊
池
市
福
祉
会
館
内

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.kikuchi-shakyo.or.jp/

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
info@

kikuchi-shakyo.or.jp
印
刷
／
（
資
）
橋
本
印
刷

※今回の答えは1月号に掲載します。前号の
答え 「100号」でした。

どうして「赤い羽根共同募金」をするの？

　赤い羽根の共同募金会では、国内で災害が発生した際、さまざま

な支援活動に取り組んでいます。被災直後の緊急支援や復旧支援活

動に加え、住民の支え合いやコミュニティ再興にかかる復興支援活

動まで、息の長い支援を行っています。また、災害時だけなく、平

時の防災・減災力向上のための活用や、災害時に備えた地域活動の

ための基盤整備にも役立てています。「支える人を支える」しくみ

として、災害ボランティア・NPO活動

サポート募金（ボラサポ）【支援金】

もあります。

～災害時にも役立てられています～

　「赤い羽根共同募金」は一人ひとりにご協力いただくことをめざしており、日本全国か

ら多くの寄付が集まります。令和4年度は、熊本県でおよそ2.5億円が集まりました。令

和5年度は、およそ2.8億円を目標額としています。（菊池市の目標額は665万円）

「赤い羽根共同募金」には、どのくらいの寄付が集まるの？

「夏」をテーマに募集した「令和5年度菊池市ふくし〇〇作品」。
〇〇に入る言葉は何でしょう？（P2-3に優秀作品が掲載されています）

脳 ト レ チ ャ レ ン ジ ！

Q

メールでも受付ています
クイズの答えやご意見・ご感想など、ぜひお聞かせください。〒861-1331菊池市隈府888番地2 ☎0968-25-5000


